
薬事日報　薬学生新聞

　薬科大学初の箱根駅伝ランナーとし

て初めて駆けた夢の舞台――。自らの

足で関東学生連合選抜メンバーの切符

をつかみ取り、歴史の扉をこじ開けた

のが日本薬科大学３年生の桜庭宏暢君

だ。各校のスピードランナーが集う山

下りの６区で、黄色のユニフォームが

躍動した。しかし結果は、62分50秒の区間20位相当。

目標タイムにも届かなかった。「全然ダメダメでし

た」と初めての箱根に悔いを見せるも、彼の挑戦は

まだ終わっていない。走って分かったことは、“個

人ではなくチームとして出なくては意味がない”。

最上級学年として、日本薬科大学陸上部主将として

臨む大学生活最後のシーズンはもう始まっている。

「箱根の借りは箱根でしか返せない」とリベンジに

闘志を燃やす。
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山下りの６区で疾走

大平台のヘアピンカーブで必死の追走
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